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は
し
が
き

◆
政
冶
改
革
の
遅
れ
と
新
た
な
変
化

　

中
国
共
産
党
第
一
七
回
全
国
代
表
大
会
〔
二
〇
〇
七
年
十
月
〕
の
閉
幕
後
、
新
た
な
人
事
評
定
が
行
わ
れ
て
中
共
新
指
導
集
団
が

政
治
の
舞
台
に
登
場
し
た
。

　

三
〇
年
の
改
革
・
開
放
を
経
て
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
四
位
と
な
り
、
貿
易
総
額
は
世
界
二
位
、
外
貨
準
備
高
は
世
界
一
位
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
市
場
経
済
の
強
大
な
生
命
力
を
示
す
と
と
も
に
、
中
国
の
経
済
的
基
礎
に
質
的
な
変
化
が
発
生
し
、
本
質
的
に
国
家
官

僚
権
力
資
本
と
自
由
民
間
資
本
が
混
合
し
た
共
生
構
造
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
比
べ
中
国
の
政
治
体
制
改
革
は
経
済
基
礎
の
変
化
に
伴
っ
た
変
化
を
見
せ
ず
、
依
然
と
し
て
一
党
専
制
の
独
裁
体
制
を
保

持
し
、
権
力
の
角
逐
と
権
力
の
配
分
で
も
依
然
と
し
て
強
い
人
治
国
家
の
色
彩
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
権
威
的
な
領
袖
で
あ
る

毛
沢
東
と
鄧
小
平
に
対
す
る
評
価
の
凋
落
に
伴
い
、
中
共
の
一
党
専
制
の
独
裁
体
制
は
ポ
ス
ト
権
威
時
代
に
進
み
、
限
界
は
あ
る
も

の
の
改
革
と
進
化
の
変
化
が
次
の
各
点
に
現
れ
て
い
る
。

〔
一
〕
指
導
者
の
終
身
制
が
淘
汰
、
排
除
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
年
齢
制
限
と
任
期
有
限
制
〔
二
期
制
〕
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
〔
中

央
政
治
局
委
員
・
同
常
務
委
員
、
中
央
書
記
処
書
記
、
中
央
軍
事
委
委
員
は
原
則
的
に
六
七
歳
、
省
・
部
級
幹
部
は
原
則
的
に
六
二

歳
を
越
え
ず
、
職
務
の
任
期
も
原
則
的
に
三
選
を
認
め
な
い
。〕
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〔
二
〕
官
員
の
考
査
、
抜
擢
、
選
挙
は
依
然
と
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
で
の
操
作
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
各
級
官
員
の
選
挙
で

は
差
額
〔
候
補
者
と
当
選
者
の
差
〕
の
比
率
が
拡
大
し
官
員
の
考
査
・
抜
擢
の
際
の
意
見
徴
収
の
範
囲
も
広
ま
っ
て
い
る
。

〔
三
〕
第
三
世
代
の
領
袖
・
江
沢
民
と
第
四
世
代
の
領
袖
・
胡
錦
濤
は
「
後
継
者
」
を
指
定
す
る
独
裁
権
を
失
い
、「
寡
頭
協
議
指
定
制
」〔
す

な
わ
ち
、
江
沢
民
と
胡
錦
濤
が
主
導
す
る
協
議
で
決
定
〕
に
代
わ
っ
た
。
ポ
ス
ト
権
威
時
代
の
領
袖
は
依
然
と
し
て
人
事
面
で
の
主

導
権
と
六
七
歳
で
引
退
の
年
齢
制
限
を
無
視
す
る
特
権
を
維
持
し
、
さ
ら
に
黒
幕
と
し
て
蔭
で
政
治
介
入
す
る
陋
習
を
保
持
し
て
い
る
。

〔
四
〕
中
共
第
一
世
代
の
領
袖
・
毛
沢
東
と
第
二
世
代
の
領
袖
・
鄧
小
平
は
共
に
革
命
闘
争
の
中
で
敵
に
勝
利
し
て
権
威
あ
る
領
袖

に
な
っ
た
た
め
、
毛
沢
東
と
鄧
小
平
を
ト
ッ
プ
と
す
る
指
導
集
団
も
、
強
い
革
命
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
烙
印
を
押
さ
れ
て
い
た
。
中

共
第
三
世
代
と
第
四
世
代
の
指
導
集
団
は
、
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て
中
共
に
よ
る
政
治
第
一
の
時
代
に
成
長
し
た
が
、
独
裁
政
治
に
よ

る
抑
圧
に
よ
っ
て
理
工
系
以
外
を
専
攻
し
た
知
識
人
の
エ
リ
ー
ト
が
基
本
的
に
消
滅
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
江
沢
民
と
胡
錦
濤
の

二
つ
の
世
代
の
指
導
集
団
が
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
国
家
統
治
」
の
現
象
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
五
世
代
の
指

導
集
団
に
な
る
と
基
本
的
に
中
共
に
よ
る
建
国
以
降
の
出
生
で
、
「
文
革
」
前
後
に
大
学
に
入
学
し
、
改
革
・
開
放
の
中
で
頭
角
を

現
し
た
も
の
に
な
る
。
大
学
に
お
け
る
彼
ら
の
専
攻
を
見
る
と
、
習
近
平
の
法
学
博
士
、李
克
強
の
経
済
学
博
士
と
多
元
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
知
識
の
多
元
化
傾
向
は
、
中
共
新
指
導
集
団
の
政
策
形
成
に
多
元
化
的
な
転
換
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

◆
中
国
新
指
導
集
団
の
群
像
と
派
閥

　

新
し
い
世
代
の
指
導
者
が
次
々
に
登
場
す
る
の
に
伴
い
、
ま
た
経
済
の
基
礎
が
一
年
、
ま
た
一
年
と
変
化
し
て
い
く
の
に
伴
い
、

中
共
政
治
権
力
の
地
図
も
絶
え
ず
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
歴
史
は
再
演
さ
れ
る
。
し
か
し
、
新
し
い
基
礎
の
上
で

再
演
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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人
治
で
あ
る
中
国
で
は
歴
史
が
変
わ
ら
ず
、
中
共
の
一
党
独
裁
体
制
も
変
わ
ら
な
い
が
、
新
し
い
中
共
政
界
人
事
の
変
化
を
追
跡

す
る
こ
と
で
、
読
者
の
た
め
に
中
共
の
新
権
力
構
造
と
相
互
関
係
の
政
治
絵
図
を
描
き
出
す
こ
と
は
依
然
と
し
て
可
能
で
あ
る
。
本

書
は
第
一
部
で
読
者
諸
氏
に
政
治
絵
図
を
全
体
的
に
観
察
す
る
た
め
の
視
角
を
提
供
す
る
た
め
、
中
央
か
ら
地
方
に
至
る
各
層
の
中

共
新
指
導
集
団
の
群
像
と
彼
ら
の
間
の
複
雑
に
錯
綜
し
た
権
力
関
係
、
彼
ら
の
政
策
理
念
、
政
治
功
績
、
性
格
と
特
徴
な
ど
の
輪
郭

を
紹
介
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

人
治
の
中
国
で
は
権
力
構
成
、
権
力
闘
争
、
権
力
配
分
な
ど
が
往
々
に
し
て
派
閥
勢
力
と
相
互
に
連
動
し
て
い
る
。
中
国
開
国
の

指
導
者
・
毛
沢
東
は
「
党
外
無
党
、
帝
王
思
想
、
党
内
無
派
、
千
奇
百
怪
」
〔
党
の
外
に
党
を
置
か
な
い
の
は
帝
王
思
想
で
あ
り
、

党
内
に
派
閥
が
な
い
の
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
〕
と
述
べ
て
い
る
が
、
現
在
の
中
共
権
力
闘
争
の
舞
台
に
お
い
て
も
派
閥
勢
力
は
依

然
と
し
て
政
治
ド
ラ
マ
に
お
け
る
主
役
に
な
っ
て
い
る
。

◆
謝  

辞

　

中
共
の
組
織
構
造
と
中
共
派
閥
の
歴
史
的
源
泉
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
高
橋
博
氏
が
執
筆
し
た
第
二
部
「
中
国
共
産
党
の
組
織
構

造
と
派
閥
」
の
各
章
・
節
は
、
厳
密
な
論
証
を
交
え
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
読
者
諸
氏
が
当
面
の
中
国
の
政
局
と

権
力
構
造
の
変
化
を
理
解
す
る
う
え
で
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
中
村
公
省
・
蒼
蒼
社
社
長
の
励
ま
し
と
入
念
な
編
集
、
高
橋
氏
の
翻
訳
に
よ
っ
て
拙
文
が
発
行
の
運
び
に
な
っ
た
こ
と
に

感
謝
を
表
明
し
た
い
。

楊　

中　

美　
　

二
〇
〇
八
年
十
月
十
六
日　
　


